
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
】 

（
続
報 

６
月

14

日
付
け
） 

■
当
面
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
に
、
礼
拝
出
席
に
は
制
限
を

設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

左
記
の
条
件
に
該
当
し
な
い
方
に
は
、
た
い

へ
ん
恐
縮
で
す
が
今
し
ば
ら
く
ご
自
宅
で

の
礼
拝
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。 

 

➀
出
席
対
象
者 

ａ
．
教
会
ま
で
、
徒
歩
・
自
転
車
・
自
家
用

車
を
使
用
の
方
。 

ｂ
．
電
車
・
バ
ス
の
利
用
が

20

分
以
内
の
方 

 右
の
ａ
か
ｂ
に
該
当
す
る
「
蒲
田
シ
オ
ン
正

会
員
」「
そ
れ
に
準
じ
る
方
」「
継
続
来
会
者
」 

ま
た
「
そ
の
ご
家
族
」「
紹
介
者
」 

＊
お
も
に
週
報
を
毎
週
郵
送
し
て
い
る
方 

 

②
出
席
条
件 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

・
礼
拝
時
間 

午
前
礼
拝 

11

時
～

12

時 

・
礼
拝
時
間 

午
後
礼
拝 

2

時
～

3

時 
 

・
期
限 

毎
週
、
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み 

 

・
方
法 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル 

電
話
受
付
は
朝

10

時
～
夕
５
時 

 

※
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

先
週
（
７
日
）
の
礼
拝
に
は
、
制
限
付
き

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
兄
弟
姉
妹
を
礼
拝
堂

に
お
迎
え
し
て
の
礼
拝
を
２
ヵ
月
ぶ
り
に
行

う
こ
と
が
で
き
て
感
謝
で
し
た
。 

一
方
で
、
制
限
を
設
け
て
い
る
た
め
、
出

席
を
願
い
な
が
ら
ご
辛
抱
い
た
だ
い
た
方
も

多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
み
ん
な
が
共
に

集
ま
れ
る
日
が
一
日
も
早
く
来
る
よ
う
に
と

願
い
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く
は
ご
理
解
賜
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

午
前
礼
拝 

41

名 

午
後
礼
拝 

20

名 

  
■
カ
ジ
ュ
ア
ル
サ
ン
デ
ー 

毎
年
夏
季
期
間
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
サ
ン
デ
ー

と
し
て
礼
拝
奉
仕
者
も
、
上
着
、
ネ
ク
タ
イ

の
着
用
を
外
し
て
い
ま
す
。 

期
間 

６
月
よ
り

10

月 
 

今
年
は
マ
ス
ク
の
着
用
も
あ
る
た
め
、
そ

の
分
、
例
年
以
上
に
熱
中
症
予
防
な
ど
健
康

管
理
に
注
意
が
必
要
で
す
。
主
の
助
け
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
肉
体
の
健
康
に
も
十
分
に
注
意

致
し
ま
し
ょ
う
。 

■
教
会
総
会
報
告 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

の
た
め
、
教
会
総
会
は
集
ま
ら
ず
に

「
議
決
権
行
使
書
」
の
提
出
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
。
結
果
は
左
記
の
通

り
で
し
た
。 

 

返
送
数
１
１
７
／
正
会
員
数
１
９
１ 

 

一
、
第
１
号
議
案 

２
０
１
９
年
度

教
会
会
計
決
算
に
つ
い
て 

賛
成
１
１
６ 

反
対
０ 

白
票
１ 

 

一
、
第
２
号
議
案 

創
立

85

周
年

記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間
の
延

長
に
つ
い
て 

賛
成
１
１
６ 

反
対
０ 

白
票
１ 

 

教
会
規
則
に
は
、
教
会
総
会
は
正

会
員
の
５
分
の
１
の
出
席
を
も
っ
て

成
立
し
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ

て
可
決
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
右
記
の
結
果
に
よ
り
、
提
案
の

承
認
を
戴
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
致
し

ま
す
。 

 

■
本
日
の
礼
拝
飾
花 

林
良
男
兄
と
林
眞
光
修
養
生
の
誕

生
日
（
共
に
６
月
）
を
祝
し
、
林
家

よ
り
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 



 
 

６
月

14

日 

聖
日
礼
拝 

順
序 

 
 

司
会 

林
修
養
生 

 

奏
楽 

荻
野
し
兄 

 
 

前 
 

奏 

 
 

招 
 

詞 

ハ
バ
ク
ク
書 

２
章

20

節 
「
主
は
、
そ
の
聖
な
る
宮
に
お
ら
れ
る
。

全
地
よ
、
主
の
御
前
に
静
ま
れ
。｣

 
ア
ー
メ
ン  

 
 

会
衆
賛
美 
聖
歌
１
３
４ 

 
 

会
衆
賛
美 

イ
エ
ス
の
血
潮
で 

主
の
祈
り 

交 
 

読 

詩
篇
８
篇
１
～
９
節 

礼
拝
祈
祷 

 
 

使
徒
信
条 

聖
書
朗
読 

ヘ
ブ
ル
人
へ
の
手
紙 

１
章

1

～

3

節 

３
章

12

～

15

節 

説 
 

教 

み
ん
な
で
一
緒
に 

礼
拝
を
さ
さ
げ
た
い
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
い
つ
子
牧
師 

会
衆
賛
美 

聖
歌 

５
１
９ 

献 
 

金 

 
 

頌 
 

栄 

聖
歌
３
７
６ 

 
 

祝 
 

祷 

感
謝
祈
祷 

 

奏
楽 

■
共
に
祈
り
ま
し
ょ
う 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
減
少
傾

向
に
な
り
、
社
会
活
動
が
徐
々
に
再
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
の
再
発
や
第
二
波
の

懸
念
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
混
乱
な
く
社

会
が
進
む
よ
う
に
。 

 

・
数
ヶ
月
間
激
務
で
あ
っ
た
医
療
従
事
者
の

回
復
の
た
め
に
。
心
身
の
癒
や
し
が
あ
る
よ

う
に
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹

患
し
て
い
る
方
の
回
復
の
た
め
に
も
。 

 

・
社
会
情
勢
の
安
定
の
た
め
に
。
社
会
活
動

が
再
開
す
る
一
方
で
、
経
済
的
な
困
窮
に
苦

し
む
方
々
が
た
い
へ
ん
多
く
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
的
弱

者
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。
必
要
な
支
援
の

体
制
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
。 

 
・
学
校
な
ど
も
再
開
し
、
子
ど
も
た
ち
も

徐
々
に
生
活
が
変
わ
り
ま
す
。
心
と
体
の
不

調
を
感
じ
る
子
ど
も
も
あ
る
よ
う
で
す
。
楽

し
い
学
校
生
活
が
回
復
さ
れ
る
よ
う
に
。 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
学
校
・
幼

稚
園
の
教
師
、
保
育
士
の
方
々
の
心
と
体
が

守
ら
れ
る
よ
う
に
も
。 

 

・
被
災
地
被
災
者
の
た
め
に
。
東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
、
西
日
本
豪
雨
災

害
、
昨
年
の
台
風
被
害
な
ど
被
災
地
被

災
者
の
回
復
の
た
め
に
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
滞
っ
て
い
た
復

興
が
再
開
す
る
よ
う
に
。 

 

・
シ
オ
ン
教
会
メ
ン
バ
ー
と
家
族
、
関

わ
る
方
々
の
心
と
体
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
。
ま
た
、
生
活
費
な
ど
経
済
的
に
も

支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

 

・
シ
オ
ン
各
教
会
の
た
め
に
。
蒲
田
、

茅
ヶ
崎
、
横
浜
も
礼
拝
式
へ
の
出
席
が

再
開
。
感
染
予
防
に
努
め
、
主
に
あ
る

交
わ
り
が
回
復
さ
れ
る
よ
う
に
。 

 

・
日
本
・
世
界
の
教
会
の
た
め
に
。
交

わ
り
が
断
た
れ
た
苦
し
み
や
財
政
的
な

困
難
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
教
会

に
必
要
な
助
け
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

 

・
こ
の
出
来
事
を
通
し
て
神
様
が
教
え

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
私
た
ち
が

気
づ
け
る
よ
う
に
。 


